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1，は じ め に 2．海難事故解析 セ ン タ
ー

の 活 動
1）

　 我 が 国 の 周 辺 海 域 で は 年 間 数 千 件 も の 数多 く の 海

難事故 が 発 生 し て い る が、中 で も漁船 の 遭 難 や フ ェ

リーの 横 転等 の 重 大海難事 故 は 大 き く報道 され 、国

民 の 関 心 も高い もの が あ る。こ う した 重 大 海 難 事 故

の 原 因 究 明 に よ り事故 の 再発 を未然 に 防ぎ、国民 の

安 心 ・安 全 を 確 保 す る こ と は 優 先 度 の 高 い 社 会 的要

請 とな っ て お り、平成 20 年 10A に 運 輸安 全 委 員会

が 設 置 され る な ど、政府 に お い て も組織的な体制整

備 が 進 め られ つ つ あ る 。

　 当所 で は 、こ れ ま で も重大海 難事故発 生 時 に は

種 々 の 解 析 を 実 施 し、質 の 高 い 情 報 提 供 を行 っ て き

た が、こ の よ うな 社会的状況 を 踏 ま え 、平成 20 年 9

月 1 日海難事故解析 セ ン タ
ー

を所 内 に 開設 し、海難

事故 に 対す る 所 内 窓 口 を
一

本 化 し た 。

　 セ ン タ
ー

開設当初 は 、事故解析技術 の 信頼性 を 高

め る と と も に、社 会 的 認 知 度 を 上 げ る努力 が 必 要 と

考 え て い た が、実際 に は 重 大 海難 事 故 が 多 く発 生 し、

そ の 解析 に 追 わ れ る と と も に 認 知 度 は 自然 に ト昇 し

て い る 。
こ こ で は 海 難 事 故 解 析 セ ン タ

ー
の 活 動 に つ

い て 、事 故 解 析 技 術 の 高 度 化 を 中 心 に 紹 介 す る こ と

と す る。

　海難事故解析 セ ン タ
ー

で は、重大海難事故 発 生

に 際 し て 、  国 民 へ の 迅 速 で 正 確 な 情 報 提 供 、 

関係行政機 関への 初動対応 ・対策 立 案 に 関す る 支

援 、  運 輸安全委 員 会 等 の 関 係 機 関 へ の 原 因 究 明

に 関す る 支援、  民間への 安 全 ・リス ク 情報等 の

提 供 、と い っ た 猛 動 を積極 的 に行 うこ と と し て い

る。こ の た め、こ れ ま で 個 別 に行 っ て い た 海 技 研

で の 事故対応 を海難事故解析 セ ン ター
に
一

本化 し

て 海 難 事故 に 対 す る 即 応体制 を整 えた 。体制 と し

て は、セ ン ター
長 1 名、副 セ ン ター

長 2 名 、セ ン

タ
ー

員 6 名 の 9 名 に 、上 級海難分析研究員 5 名、

顧 問 1 名 の 計 15 名 体制 で 、流体 力 学、船 体運 動 、

構造材料 、舶用機 関、海洋汚染等、所 内 の 様 々 な

分野 の 専門家 か ら 構成 され て い る。も ち ろ ん 、必

要 な 場合 は セ ン ター
員 に 留 ま ら ず 、所 内 の 必 要 な

研究者 を 機動 的 に 投 入 す る こ と と し て い る。

　 重 大 海 難 事 故 が 生 じ た 場 合 の 作業 フ ロ
ー

を 図 1

に 示 す。初 期 段 階 で は 、情 報 収 集 に 努 め る と と も

に 、速や か に 上 級 海難分析 研 究 員 ら に よ る 情報分

析 会 議 を 開 き、そ の 時 点 で 得 られ た 情 報 を も とに

海 技 研 の 見 解 を と り ま と め 、マ ス コ ミ 等 の 問 い 合

わ せ に 対 し て 迅 速 な情 報 発 信 を行 う。さ ら に 時 間

を か け た 詳 しい 事 故 原 因 解 析 を 必 要 とす る場 合 は 、

＊ 　 海難 事 故解析 セ ン ター

　　 原 稿 受 付 　 平 成 22年 9月 17 日

　　 審 査 済　平成 22年 9月 21 日
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解析 ツ ール や 研 究施 設 を活用 し、ソ フ ト ・
ハ
ー ドの

両 面 か ら詳 細な解析 を 実行 し、そ の 結果 を 提 供 し て

い く こ と と な る u ま た 、再 発 防 ［ヒ対策 を 立 案 に 必 要

な 支 援 に つ い て は 、流体、構 造 、機関 と い っ た 様 々

な専 門 的観点 か ら解析 や シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を 行 い 、
正 確 で 詳 細 な 解析 結 果 を ま と め て い く こ と に な っ て

い る e

懸
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図 1　 海 難 事 故 解 析 セ ン タ ー
の 業 務 フ ロ ー

3．基 本 的 な ツ
ー

ル の 整備

3．1　 保 有 す る 解 析 プ ロ グ ラ ム

　当所 で は こ れ ま で も 主 に 研 究 上 の 必 要 性 か ら 復 原

性 や 運 勤 性 能 に 関 す る種 々 の プ ロ グ ラ ム 開 発 を行 っ

て き た が、そ の 中で 事故解析 に 有効 と 思 わ れ る も の

を整備 し 直 し、即 応体制 を 整 え て い る。例 を 挙 げれ

ば 、ス ト リ ッ プ 法 及 び 波 浪 中 の 船 体 運 動 プ ロ グ ラ ム

（SRSLAM ）、精密な静的状 態 で の 復原力計算 プ ロ

グ ラ ム 、波 浪 中 復 原 力 曲線 計 算 プ ロ グ ラ ム 、浸 水 災

害 時 の 船舶状 態 経 時 変 化解析 プ ロ グ ラ ム 、操縦性能

統合 評価 シ ス テ ム 等 で あ る。

　
一

方、構 造 関 係 に 関 して は、汎 用 構 造 計 算 プ ロ グ

ラ ム で あ る NASTRAN 、　 LS −DYNA を 常時利用 で き

る 環境 を整 え る と と も に 、波浪加 重 、非 損傷時復 原

性 計 算 プ ロ グ ラ ム （NMRIW ）、最終 強 度計算 プ ロ グ

ラ ム （HULLST ）等 を 準備 し て い る 。

　ま た、油 流 出 ・漂 流 に つ い て は、汎 用 の 油 漂 流 域

予 測 プ ロ グ ラ ム で あ る OILMAP の 他、当所 が 開発

し た 流出油防除支援 ツ
ー

ル （DOG ） （東京 湾、大 阪

湾、伊勢湾） も 準 備 し て い る 。

3．2　海難デ
ー

タベ ー
ス 検索 エ ン ジ ン

　海 難データ ベ ース は 、当 所、海 事 局、海難審判 庁

と の 取 り 決 め に よ り海難審判 の 裁決デ
ー

タ の 提供 を

受 け 当 所 で 管 理 を 行 っ て い る も の で 、平 成 2 年 〜19

年度 の 海難審判 庁 裁決録
・
高等海難審判庁裁決録、

全 14
，
214 件 の デ ー

タ を 収録 し て い る。

　こ れ ら は 文 章 データ で あ る た め 、セ ン ター
で は、

独 自 に 検索エ ン ジ ン を 開発 ・付 加 す る こ とに よ り、
こ の デ ータ を 18，540 ，022 個 の 検索 語 に よ り 単語 検

索 可 能 と し て 、海 難 事 故 発 生 の 初 期 段 階 で 過 去 に 発

生 し た 類似 の 事故 を 検索す る の に 役 立 て て い る （図

（180＞

2 参照）。また 、平成 20 年 以 降 の 海難事故 に つ い

て も データ を 整 備 す る と と も に、「××灯 台 北 東 ム

マ イ ル 」と い っ た 位 置情報 の 記述方 式 に つ い て は 、

統計 処 理 が 容易 と な る 緯度経度 表 示 へ の 変換 を 随

時 実行 中で あ る。
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ー ス 検 索 例 4 ． 衝 突 ・ 乗揚 事 故 の 解 析

@ 海 難 事故 の中でも 当 所が 関 係 す る頻 度の 高

船舶 事 故 の 原因 を 考 え る と 、 大 き く 次の

ﾂ に 分 け ら れ る 。   衝 突 ・ 乗 揚事 故 、  

覆・ 沈 没 ・浸 水 事故 、   そ の 他の 事 故 で

り 、 実 際 に 、 こ の 3つ は 解 析 手法

大きく 異

B まず  の 衝突
・ 乗揚事 故

につ

ﾄ 、解 析 手 法
を紹介す

ることと する
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4．1　 航跡解析

4．1．1A 【S データ に よ る 航 跡 の 自動解析

　AIS （Automatic　Identification　System 　l 船舶 自

動 識 別 装置） は 、識 別 符
．
号 等 の 船 舶 の 固 有情 報 や船

位 、針路、船速 な ど の 航海情報 を VHF 無線 に よ っ

て 自動 的 ・周 期 的 に 他 の 船舶や 陸 E施 設 と の 間 で 交

換す る た め の 装置 で あ る。従 来 の レ ーダ や ARPA （衝

突予 防援助装置）等 で は 得 られ な か っ た 他 船 の 状 況

が 随 時 把 握 で き 、お 互 い の 船 名 も 分 か る の で 、衝突

予 防や 船 船 間 の 情 報 交 換 に 大 き な 貢 献 が 期 待 され て

い る 。 現 在 、下 記 の 船舶 は AIS の 搭載 が 義務 づ け ら

れ て お り、衝 突 ・乗 揚 事 故 の 解 析 で は AIS データ の

人 手 が 基本 と な る 。
・国 際 航 海 に 従 事 す る 300GT 以 上 の 全 て の 船舶

・国際航海 に 従 事 す る 全 て の 旅 客 船

・国 際 航海 に 従 事 し ない 500GT 以 上 の 全 て の 船 舶

　 AIS デ ータ は 、GPS に 基 づ い た iE確 な 位 置 情 報 が

時刻付 き で 得 られ る もの の 、情報 更 新 k 一 トは 船 速

や 進 路 に よ り、2 秒 毎 か ら 3 分 毎 ま で 動 的 に 変化 す

る 。ま た、複数 隻 の 解 析 で は 発 信 同 期 性 が な い た め 、

デ
ー

タ の 比 較 に は 補 間 を 行 う必 要 が あ り 、事故解析

に は 専 門 性 が 必 要 と な る。図 4 は 、昨年 起 き た フ ェ

リ
ー

あ りあ け の 大傾斜 が 発 生 し た 時 点 の 航 跡 図 で あ

る。海 技 研 で は さ ら に AIS の 自動解析 プ ロ グ ラ ム を

開発 し、初期 段 階で の 解 析 時 間 を 飛 躍 的 に 短 縮 す る

と と も に、ケ ア レ ス ミ ス の 防止 に 役 立 て て い る。

33eoo

3se55

3aSso

5桝33

脚33

萄

8
畄
霜

33635

聞 鰤

図 4　 フ ェ リー 「あ り あ け 」 の 航 跡

　 ま た 、AIS 搭 載義務 の 無 い 500 ト ン 未満 の 小 型 内

航船 や 漁船 の 絡 む 事 故 も 非 常 に 多 く、こ う し た 場 含

は GPS プ ロ ッ タ
ーや レ ーダー画 像 の メ モ リーか ら

位 置 を 推 測 す る 場 合 も あ る。さ ら に 、運 輸安 全 委員

会 等 か ら の 大 型 船 で の 調 査 依 頼 の 場 合 、VDR

（Voyage 　Data 　Recoder ：航海情報記録装置） に 記

録 され た データ を 直 接 解 析 す る 場 合 も あ る。

4，1．2　詳細解析 に よる衝突位置 と 時刻 の 検討

　 従 来 の AIS や GPS デ
ー

タ の 海難事故解析 は 、

対象船 を 点 と し て 表 示 し て 航跡 を 分 析 して い る が 、

GPS デー
タ の 精 度 は 米 国防 省 の 公 式 発 表 で 36m 、

連 続 計 測 し た 相 対 位 置 な 関係 な ら ば数 m 程度あ

る 。し た が っ て 、船 Eア ン テ ナ の 位 置 、船 の 形 状 、

船 首 方位 等 を 考慮 し て 慎重 に 解析す れ ば 、衝突位

置 や 時 刻 の 同 定 が 可 能 で あ る。図 5 は そ の 例 で あ

り、2 秒 ご と の 位置 を 図 示 し て 正 確 な 衝 突 位 置 と

時 刻 を 特 定 し て い る。
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図 5　衝突位置 の 詳細解析

4．2　船体 3 次 元 モ デ リン グ

　事故 の 状況 を操船 リス ク シ ミ ュ レ
ータ で 再現す

る 場 合 、各 船 舶 の モ デ リ ン グ に は CREATOR  

（PRESAGIS 社）とい うソ フ トウ エ ア を利 用 して

い る。シ ミ ュ レ
ー

タは 見 た 日が 全 て の た め 、そ れ

ほ ど の 精 度 は 必 要 と しな い が、事故 船 の 傷 の 位 置

か ら衝突 の シ ナ リ オ を 推測す る様 な 場合、船舶 設

計図 か ら デ
ー

タ を 起 こ し、詳 細 に モ デ リ ン グ を行

っ て い る 。
モ デ リ ン グ した 船 を コ ン ピ ュ

ー
タ 上 で

3 次 元 的に 動 か し、傷 が一
致す る 2 船 の 位置関係

を 探 す 訳 で あ る。特 に 事 故 船 が 片方 しか 残存 し て

い な い 場合 や 、波 が 荒 く、相 対 位 置 関 係 が L下 方

向 に 大 き く移動 し て い た 場合等 に は 有効な解析手

段 と な る。

　 ま た 、貨物船 の ク レ ーン 等、上 部 構 造 物 が 大 き

か っ た 場 合 の 夜 間 衝 突事故 で は 、燈 火 の 見 え 方 が

事故原因 に 影響 を 及 ぼ した か ど うか の 推 定 が 必 要

と な る。 こ の 揚 合 も、設 計 図 や 写 真 等 か ら航 海 灯

や 上 部 構 造 物 を 含 む 3 次 元 船体形 状 を
．
IE 確 に 再 現

し、操 船 リ ス ク シ ミ ュ レ ータ で そ の 見 え 方 を 確 認

す る 、と い っ た 解析 も行 っ て い る 。

4．3　操縦性能推定計算

　 操 船 リ ス ク シ ミ ュ レ ータ で は 、事 故 の 状 況 を 再

現 す る と と も に 、船 員 に 「司 じ 状 況 下 で 操 船 を し て

（18⊥）
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も ら い 、ど の 時点 か ら事 故 は 避 け られ な く な っ た の

か 、新 た な 機 器 や 情 報 を 与 え れ ば 事 故 が 避 け られ た

可 能 性 が あ る の か 等 の 調 査す る 場 合 が あ る 。
こ の 時

は 事 故 船 の 操 縦 性 能 を 推 定 す る 必 要 が あ り、こ の 目

的 の た め 、同 程 度 大 き さ の
一

般的 な 船舶 の 運 動 性 能

デ ー
タ を デ

ー
タ ベ ース 化 し 、推 定 支 援 を 行 う環 境 を

整 備 し て い る 状 況 で あ る。さ ら に 、事 故船 の 運 動性

能 を 推定す る に は 、舵、プ ロ ペ ラ、船 体 形 状 、水 深

等 の 修 正 を 行 う必 要 が あ り、現 在 、こ れ ら の 修 正 係

数 の 決 定 方 法 等 、ノ ウハ ウを 蓄積中 で あ る。

　 ま た 、船 の 運 動 モ デ ル と して は 、船 が
一

定 速 度 で

航走 す る と仮 定 し て 、船 の 旋 回 運 動 を 線型 の 方 程 式

に よ っ て 表す KT モ デ ル を 主 に 採 用 し て い る が、今

年度中 に 汎 用 性 の 高 い MMG モ デル に 変 更 す る 予 定

で あ る。

4，4　操船 リ ス ク シ ミ ュ レ
ータ に よ る事故再 現

2）

　操船 リス ク シ ミ ュ レ
ー

タ に よ る事故再 現 は 非常 に

手 間 の か か る作業 で あ る が、事 故原 因 に ヒ ュ
ー

マ ン

フ ァ ク ターが 大 き く関 わ っ て い る場合等 に は 有効な

解析 手 段 とな る。こ れ に は、航 跡 の 精密 な 再 現 と操

縦 性 能 の 推 定 が 必 須 で あ る。ま た、VDR の 分析 を行

っ た 場合 は 、航行状況 ととも に、リ ア ル タ イ ム で 船

橋内 の 音声 状 況 を 再 現 し て い る。よ り臨 場 感 の あ る

事 故 再 現 に よ り、ヒ ュ
ー

マ ン フ ァ ク タ
ー

分析等 の 精

度 も上 が る もの と期待 し て い る。

5，転覆 ・沈 没 ・浸 水 事 故 の 解 析

　海難 デ ータ ベ ース か ら、過 去 60 件 の 沈没事故 を

解析 し て 得 られ た 沈 没 事故 の シーケ ン ス を 類 型 化 し

た も の を 図 6 に 示 す。も ち ろ ん、衝突 ・乗揚事故 の

結果 と し て 転覆 ・沈没 ・浸水 に 至 る 場 合 も あ る が 、

操船 ミ ス が そ の 原 因 と し て 最 初 に 考 え られ る 衝 突
・

乗 揚 事 故 と は 異 な り、復原性 が 重要 と な る。

図 6　沈 没 事 故 シ
ー

ケ ン ス の 類 型 化

（182）

　転 覆 ・沈 没 ・浸水 事 故 の 解 析 フ ロ
ー

を 図 7
に 示 す 。

図 7　転覆 ・沈 没 ・浸 水 事 故 の 解 析 フ ロ ー

5．1　船体 形 状計測
3）

　 復 原 性 の 検討 に は 船 体 形 状 デ ータ が 必 要 不 可 欠

で あ る が 、事 故船 の 場合、図面 が 存在 し な か っ た

り、図 面 に は 記 述 され て い な い 改 造 が 行 わ れ て い

た りす る場 合 も 多 く、事 故船 自 体 や 同 型 船 を 実際

に 計測す る必 要 が 生 じ る。こ うし た場合、セ ン タ

ー
で は 主 と して 3 次 元 レ ーザース キ ャ ナ ー

装置 に

よ り船 体形 状 を 計 測 して い る 。

　 3 次 元 レ
ー

ザ
ー

ス キ ャ ナ
ー

装置 は 、レ
ー

ザー距

離測 定器 と 2 軸 の ビーム ス キ ャ ニ ン グ機 構 に よ っ

て 構成 され て お り、機器 内部 に 組 み 込 まれ た レ
ー

ザ
ー

ダ イ オ
ー

ドか ら 発 射 され た 近 赤 外 線 波 長

（0，9mm ） の レ ーザ ー
光 が 対 象 物 に 当 た り、散乱

光 が フ ォ トダ イ オ ードに 受光 され る ま で の 時間を

精密測定 し て、観測 対 象 物 との 距 離 を 計 測 す る も

の で あ る。こ の よ うな 測距デ ータ は 基本的 に は 1

次元 的な情報 で あ る が 、本機 の 場 合、回 転す る ポ

リ ゴ ン ミ ラーに よ っ て レ ーザービ ーム の 上 下 縦 方

向 の ス キ ャ ニ ン グ を 実行 し 、同時 に ポ リゴ ン ミ ラ

ーが 格納 され た 機器 ヘ ッ ド部 自体 を 回 転 させ る こ

と に よ っ て 、左 右 横 方 向 の ス キ ャ ニ ン グ を 実 行 し

て い る。 こ の 結 果 、観 測 され た 対象 点 の 位置情報

は 、計測 器 を原 点 と し た 3次 元 空 間 に お け る 位置

座 標 と して 出 力 され る 。な お、ス キ ャ ニ ン グ 範囲

は 、上 下 角± 40 °、回 転角 0 °〜333 °
で あ る。

　 ドッ ク 内 に 船 が 入 れ ら れ る と、残 され た 部 分 は

狭 く、全 体 を
一

度 に 計 測 で き る だ け 船 か ら離 れ て

装置 を設 置 で き な い 場 合 も多 い （図 8 参 照 ）。こ

う した 場 合 、装 置 を船 体 長 さ方 向 の 1 本 の 直 線 上
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に 移 動 し な が ら 計 測 し 、後 か らデータ を 繋 い で い る。

　最 近 で は、被 計測船 も計測機器 を 設 置す る 船 も海

．ヒに あ り、波 に よ る 動 揺 の 影 響 を 極 小 に し なが ら計

測 を す る こ と が 必 要 な 事 例 も あ っ た。こ の 場 合 、計

測 機 器 を 動揺 を 吸 収す る台座 の 上 に 設置 し 、複数回

測定 に よ る 平均 化 処 理 や 、ラ イ ン 方 向 で の 移 動 平 均

処 理 や横軸方向 の ス キ ャ ン 結果 も取 り入れ た 平面補

正 等 、精 度 向 上 の た め の データ 処 理 を 行 っ た。3 次

元 レ
ー

ザ
ー

ス キ ャ ナ ー
装置 の 導入 に よ り、転覆 事 故

船 舶 の 復 原 性 能推 定 に 要 す る 時間を、2 日か ら 2 時

間程度へと飛躍 的 に 短 縮 し、5mm 程 度 の 誤 差 と 大

幅精度向上 も 実現 し て い る （図 9 参 照）。

性計算や線形 の 波浪 中船体運動計算 （Strip法）

を用 い て い た が、復 原 力 変 動 が 大 き い 場 合、こ れ

らの 適用 は 難 し い こ と が 考 え られ る。そ こ で 、新

た に 時 々 刻 々 の 水 面 下の 船体形状 に 基 づ い て 復原

力 と ク リ ロ フ カ を 評価 で き る船 体 運 動 計 算 プ ロ グ

ラ ム を作成 し た。斜 め 追 い 波中の ドり斜面 で の 大

傾斜 や ブ m 一チ ン グ 現 象 等 、復 原 力 が 大 き く 変動

す る 様 々 な状況下 で 利用 で き る と期待 して い る。

　ま た 、従 来 の 静的 な 復 原 力 計算 で も 小 型 ボ ー
ト

の 転覆等 で は 、船体 内 部 の 形状 を 考慮 し た 自 由 水

影 響 の 計 算 と い っ た 特 殊 な状 況 で の 復原 性計算 が

必 要 と な る。こ う した 要求 に も対 応 で き る よ うに

して い る。

、

図 8　 ドッ ク 内 で の 計 測 作業の 状況

5，3　荷崩れ調査 と 固縛計算 プ ロ グ ラ 厶

　船 体 大 傾斜 の 原 因 の
一

つ に 荷崩 れ が あ り、特 に

RoRo 船等 で は 重 大 海難 を 発 生 さ せ る 可 能 性 を 有

し て い る。熊野 灘 で の フ ェ リ
ー

大傾斜事故 に 際 し

て オ ブ ザーバ ーと して 実 地 調査 に 参 加 し、貨 物 固

縛方法 の 調 査 を す る と ともに 、実船 で の 摩擦計測

等、計算 に 必 要 な 諸 定 数 の 計 測 も 独 自 に 行 っ て い

る。

　 こ の 結 果 、従 来 、主 と して 転倒 に よ る荷崩 れ を

考慮 し て 固縛 し て い る 場合 が 多か っ た が 、横滑 り

に よ る荷崩 れ へ の 配 慮 も非常 に 重 要で あ る こ とが

明確 と な っ て き た 。こ う した 知 見 を 基 に 、固縛 の

ばね乗数等 を推定 し 、RoRo 船 で の コ ン テ ナ や車

両
・シ ャ

ーシ ー
等 の 安全 な 固縛 方 法 を 簡 単 に 計 算

で き る 固 縛計算 プ ロ グ ラ ム を 作成 し て い る 。

図 9　計測結果 の 3次 元 デ ータ 表 示 画 像

5，4　水 槽 で の 転覆実 験

　 こ れ ま で の 模 型 実 験 で は 転 覆 ま で を 再 現 す る こ

と は 希 で あ っ た が 、事 故 解析 で は 転覆 可 能 な模型

船 を 製 作 して 転 覆 実 験 を 実 施 す る こ と も行 っ て い

る。模 型 は 、重心 の 移動 や 甲板 上 の 排 水 状 況 等 を

模 擬 目∫能 に して お り、水 槽 で は 非 線 形 大波 を 発 生

させ る 等 、想 定 し 得 る 様 々 な 状 況 に つ い て の 実 験

を 実施 し、生 存者 証 言 に 沿 っ た 転覆状 況 を 再 現 、

事 故 原 因 を 明 確 化 して い る。

　平成 22 年 6 月 に は 実海域 再 現 水 槽 も完成 し た

こ と か ら、よ り高 精 度 か つ 効 率 的 に 模 型 実験 に よ

る 事 故 原 囚 究 明 が で き る も の と期 待 され て い る。

6．安 全 啓 蒙 活 動

5．2　 復 原 性 計 算

　大傾斜事故 で は 、波浪中 に よ る 復原力減 少等 の 要

因 が 考 え られ る。こ う し た 現 象 に 対 し て も、従来 の

復原 力 計 算 で は 、斜 め に した 水 面 ．．ヒで の 静 的 な 復 原

　 セ ン タ
ー

で は、単 に 事故 原 因 の 解 析 をす る だ け

で な く、安 全 対策 の 立 案 や 再発 防止 への 協力 に も

カを入 れ て い る。そ の
一

環 と し て、ほ た て 漁船 「日

光 丸 」沈 没 事 故 の と き に は 、事 故 の 過 程 が 解 る CG

（183）
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を 製作 し て 、こ れを DVD 保 存 に して 海 上 保 安 庁 各

管 区 を 通 じ て 漁 協 等 で の 指 導 に 役 立 て て い た だ い て

い る．こ の 事 故 は 、作業用 の ク レ
ー

ン を 振 り出 した

ま ま で 帰港 し よ う と して 、同 調 横 揺 れ を 起 こ し、
一・

瞬 に して 転覆沈没事故 と なっ た もの で 、CG を 使 っ

て 解説す る こ と に よ り 同調 横揺 れ の 危 険 性 を 漁 業 者

に 分 か り 易 く示 す こ とが で き た。今後 も こ う し た 活

動 に 力を入 れ て い き た い と 考えて い る。

7．お わ り に

海 難 事 故解析 セ ン ター
問 い 合 わ せ 先

Tel：0422 −41 −3277　 Fax ：0422 −41・3258

E −mail ：jikokaiseki＠ nmri ．go．jp
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　海難事故解析 セ ン タ
ー

開 設 以 来 2 年 が 経 過 した が 、
こ の 間 、ほ た て 漁船 「日 光丸」 沈没 、漁船 「第

一
幸

福 丸 」 転 覆 、貨 物 船 「ORC 且ID　 PIA 」 貨 物 船

「CYGNUS 　ACE 」 衝突、フ ェ リー 「あ りあ け」 船

体傾斜等、多数 の 重人海難事故 が 発 生 し、こ れ ら の

原 因 究 明 に 携 わ っ て き て い る 。 現 在 で は 、海難事故

が 発 生 す る と マ ス コ ミ か ら の セ ン タ
ーへの 問 い 合 わ

せ が 必 ず あ る よ う に な り、運 輸安 全 委 員会 や 国土 交

通 省 海 事 局等 か ら も解析依頼 も数多く頂 く様 に な っ

て き た。今後 も専門的 知 見 に 基 づ く迅 速な情 報 の 提

供 と、事 故 原 因 解 析 技 術 の 更 な る 向上 、再発防 止 策

の 立 案 へ の 支 援 や 安 全 啓蒙活動への 貢献 を 通 じ て 、
こ う し た 信頼 に 応 え て い き た い と考 え て い る 。
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